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カメは、子どもたちや地域の誇りにもなっていた

亀バックホーム大作戦

カメは僕たちの自慢。ゴミ捨てないで

　全生徒が流木やペットボトル、

空き缶などを拾い集める。生徒

会環境委員長の松尾一君（西側

区）は「カメは僕らの自慢です。

人間が出したゴミで産卵地が汚

れるのは悲しいです。一人ひと

りがゴミを出さない努力をして

ほしいと思います」と話す。

　子ガメ受け入れ飼育に励むの

は５年生。５年担任の市川貴千

先生は「子どもたちは、休日で

も当番でカメの世話をします。

この活動を通じて、命の大切さ

を学ぶことができます。飼育は

御前崎小の誇りであり、地域の

誇りにもなっています」と話す。

飼育で命の大切さ学ぶ。御小や地域の誇り

カメの飼育

子ガメ受け入れ
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マリンパークから掛川市の市

境までの海岸を８つに分け、

監視員がそれぞれ担当する。

早朝と夜の１日２回、雨の日

でも巡回する。

砂浜が減少していることを受

け、地元サーファーたちと堆

砂垣づくりに取り組んでいる。

そのほか、巡回中にゴミ拾い

などもしている。

仕切りの中に深く穴を掘り、

その中へ卵を丁寧に移してい

く。卵からかえった子ガメは、

監視員が夜、海岸へ放流して

いる。

カメが上陸した足跡を発見す

ると、産卵していないか確認

する。産卵していれば、砂を

掘り起こし卵を保護する。卵

はすぐにふ化場へ運ばれる。
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